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▶1 月号から続 と々新連載，新シリーズが開始して
います。マネジメントや組織づくりから，在宅・介護
や地域連携，医療制度などさまざまなテーマを扱い
ます。現場の皆さまに関心を持っていただけるよう
に，ラインナップを充実できればと思いますので，さま
ざまな声にアンテナを張ってまいります。▶遅ればせ
ながら積ん読となっていた『SHOE DOG ─靴に
すべてを』（東洋経済新報社）を読みました。スポー
ツブランド「ナイキ」創業者であるフィル・ナイト氏の
自伝で，時代を駆け抜けた登場人物たちの物語は
ビジネス書というより青春小説のようでもあり，エア
マックス世代ど真ん中だった私の心に刺さりました。
情熱を傾ける姿勢，それを支える仲間やチームの
様子に，仕事に臨む気持ちを新たにしました。
� （石塚）

▶『看護管理』誌2013 年10 月号で，ユマニチュー
ドを初めて紹介させていただいてから5 年が過ぎま
した。私事になりますが，同年に弊誌編集室に異動
して初めて経験した完売号でした。▶同年の春先，
同僚から声を掛けてもらい，東京医療センターでの
研修を取材したことが特集化のきっかけでした。倫
理的な哲学と技術が一体となった包括的なケアメ
ソッドに触れ，その場で特集にさせていただきたい！
と直感したことを思い出します。▶本特集にご参画
いただいた郡山市医療介護病院の宗形看護部
長は同特集をご覧になってユマニチュードの導入を
決断されたそうです。撮影のため，今回初めて同院
を訪問させていただきましたが，病院全体に穏や
かで優しい雰囲気が存在していて，ユマニチュード
が組織風土にも好影響を及ぼしたことを体感しまし
た。▶この場を借りて，2 回目の特集化をご快諾い
ただいた本田美和子先生にあらためて御礼を申し
上げます。� （小齋）
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臨床現場の 
「看護研究」を問い直す 
ケアプロセス・アウトカムの可視化を目指して
臨床現場では「看護研究」が委員会活動などとして実施されていますが，目的が不明確であ
ることや負担感など臨床看護師が看護研究に取り組むことの課題は長年指摘されています。 
本特集では，現場で取り組むべき看護研究について問い直すとともに，「データを用いて，現場
のケアのプロセスやアウトカムを可視する」ための事例と方法論を提示します。

現場の看護研究の意味を再考する◉友滝 愛／津田泰伸／深堀浩樹
看護研究の目的
現場でこそ取り組むべきこととは何か◉友滝 愛／津田泰伸／深堀浩樹
JINGRのすすめ　臨床と研究のギャップを埋めよう◉坂木孝輔
看護師が看護研究に取り組む利点／課題＆対策◉宮原真紀／日下祥子
データを使って現場を可視化しよう！◉友滝 愛／津田泰伸／深堀浩樹
院内で活用できる電子カルテ蓄積データ◉横田慎一郎
【専門看護師による事例報告　エビデンス・ベースド・プラクティスの実践】
がん看護領域◉入江佳子
感染症看護領域◉中根香織
急性・重症患者看護領域◉門馬康介
精神看護領域◉奥野史子

巻頭シリーズ
人を育てる，組織をひらく③
石山恒貴

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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